
序

ジ

ェ
イ

・
ル

ー
ビ

ン

ア
ー
サ
ー

・
ウ

ェ
イ
リ
ー
の
訳
を
読
ん
で
、
私
は
初
め
て

「能
」
に
接
し
た
。

「能
」
は

「日
本
文
学
」
の

一
部

を
な
す
も
の
だ
が
、
し
か
し

「能
」
イ

コ
ー

ル

「文
学
」
で
は
な

い
。

「能
」
は
あ
く
ま
で
上
演
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
弁
え
た
う
え
で
、
長
年
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
、
謡
曲

の
文
学
的
要
素
に
重
き
を
置
い
て
教
鞭
を
取

っ
て
き
た
。
そ

の
う
ち
に
あ
る
疑
念
が
湧
い
て
き
た
。

つ
ま
り
、
能
を
専
門
と
す
る
学
者
や
能
の
上
演
を
毎
日
の
生
活
と
す
る
能
楽

師
に
、
私

の
能
楽
観
は
ど
の
よ
う
に
映
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
疑
念
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
日
本
の
能
楽
研
究
者
と
実
際
に
舞
台
に
あ
が
る
能
楽
師
の
数
名
を
お
招
き
し
て
、
と
も
に
謡
曲
を
読
ん

で
話
し
合
え
る
よ
う
な
土
ハ同
研
究
の
設
立
を
提
案
し
た
。
幸
い
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
私
の
こ
の
異
色

と
い
っ
て
よ
い
提
案
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
二
〇
〇
〇
年
六
月
か
ら
二
〇
〇

一
年
三
月
ま
で
、
毎
回
二

日
間
に
わ
た
る
研
究
会
が
あ
わ
せ
て
五
回
開
催
さ
れ
た
。

各
分
野
か
ら
の
人
た
ち
が

一
部
屋
に
集
ま

っ
て
話
し
始
め
る
と
、
活
発
な
議
論
が
沸
き
起
こ
り
、
そ
れ
は
意
外
な

方
向

へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。
代
表
者
と
し
て
私
は
自
分
の
文
学
的
関
心
か
ら
話
題
を
提
供
し
た
が
、
議
論
は
音
楽

や
舞
、
さ
ら
に
は
歴
史
的
な
背
景
や
経
緯
に
ま
で
広
が

っ
て
、
そ
れ
は
刺
激
的
だ

っ
た
。

こ
ん
な
に
面
白
い
研
究
会

も
あ
る
の
か
、
と
思

っ
た
ほ
ど
だ
。
参
加
者
の
お
ひ
と
り
、
田
代
先
生
は
、
謡
曲
を
文
学
と
し
て
見
る
私
の
見
方
に

近
い
の
だ
が
、
は
た
し
て
そ
う
し
た
見
方
が
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
の
西
野
先
生
と
衝
突
し
は
し
ま
い
か
、
と
私



は
い
さ
さ
か
心
配
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
図
ら
ず
も
お
ふ
た
り
は
旧
知
の
仲
で
あ
ら
れ
、
た
い

へ
ん
に
気
持
ち
の
よ
い

や
り
取
り
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
こ
に
ほ
か
の
参
加
者
も
積
極
的
に
加
わ
り
、
和
気
藹

々
た
る
雰
囲
気
の
な
か
で
議
論

が
で
き
た
。
と
り
わ
け
学
者

の
み
な
ら
ず
能
楽
師
の
皆
さ
ん
も
、
相
互
の
交
流
か
ら
互
い
に
新
し
い
知
見
を
得
、
意

外
な
解
釈
に
触
発
さ
れ
る
機
会
を
得
た
よ
う
だ
。
結
果
と
し
て
、
参
加
者
全
員
が
私

の
文
学
観
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
た
、
と
ま
で
は
言
え
ま

い
が
、
文
学
研
究
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

「テ
ー

マ
」
や

「イ
メ
ー
ジ
」

の
問
題
も
真

剣
に
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
、
謡
曲
研
究
に
い
っ
そ
う

の
奥
行
き
を
与
え
た
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
豊
か
な
議
論
を
、
ひ
ろ
く
研
究
者
や
関
心
の
あ
る
方

々
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
考
え
て
、

研
究
会
当
日
の
録
音
テ
ー
プ
を
起

こ
し
、
体
裁
を
整
え
、
発
言
者
に
自
ら
の
発
言
の
舌
足
ら
ず
な
と
こ
ろ
を
補

っ
て

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
注
や
出
典
を
補

い
、
不
要
な
枝
葉
を
払
う
と
い
う
編
集
作
業
に
取
り
掛
か

っ
た
。
あ
い
に
く
録

音
に
は
二
度
ほ
ど
失
敗
し
た
た
め
、
せ

っ
か
く
の
面
白
い
議
論
で
採
録
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
と
は
い
え
本
研
究

会

の
よ
う
な
企
画
は
、
日
文
研
以
外
の
研
究
機
関
で
は
、
お
そ
ら
く
は
実
現
不
可
能
だ

っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
実
績
の

幾
分
な
り
と
も
、
こ
う
し
て
日
文
研
叢
書
の

一
つ
と
し
て
、
皆
様
に
提
供
で
き
る
に
至

っ
た
こ
と
を
、
研
究
代
表
者

と
し
て
ま
こ
と
に
幸
せ
に
思

っ
て
い
る
。

一
八
人
の
正
式
な
参
加
者
は
次

の
通
り
だ

っ
た
。
私

の
様
に
能

の
文
学
と
し
て
の
重
要
性
を
信
じ
る
、
『
謡
曲
を

読
む
』

(朝
日
選
書
、

一
九
八
七
年
)
の
著
者
、

田
代
慶

一
郎
筑
波
大
学
名
誉
教
授
。
能
楽
研
究
界
か
ら
は
、
野
上
記

念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
長
の
西
野
春
雄
教
授
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
芸
術
学
講
座
演
劇
学
研
究
室
の

、
天
野
文
雄
教
授
と
大
阪
大
学
言
語
文
化
部
の
ヨ
コ
タ
村
上
ジ

ェ
リ
ー
助
教
授

(現
教
授
)
、
b
§
融

き
ミ
偽
ま

§
軸
ミ
ミ

(O
。
8
0=
d
巳
〈
。邑
受
国
婁

〉
。・宣
勺
巷
oβ

¢
。。N
)

の
著
者
で
大
谷
大
学
と

ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
日
本
セ
ン
タ
ー
で
日
本
の

伝
統
芸
能
を
教
え
る
モ
ニ
カ

・
べ
ー
テ
教
授
。
能
に
深
い
関
心
を
持
ち

つ
つ
比
較
文
学

.
比
較
文
化
の
見
地
か
ら
日

本
を
研
究
す
る
、
京
都
造
形
芸
術
大
学

の
芳
賀
徹
学
長
、
帝
塚
山
学
院
大
学
文
学
部
の
佐
伯
順
子

(現
同
志
社
大
学

社
会
学
部
)
教
授
、

京
都
市
立
芸
術
大
学
附

属
日
本
伝

統
音
楽
研
究

セ
ン
タ
ー

の
ス
テ

イ
ー
ブ

ン

.
G

.

"■



ネ
ル
ソ
ン
助
教
授

(現
法
政
大
学
文
学
部
教
授
)
、
連
歌
を
専
門
と
す
る
、
日
文
研
研
究
部

の
光
田
和
伸
助
教
授
。
他

に
県
立
長
崎
シ
ー
ボ

ル
ト
大
学

の
ケ
ネ

ス
・
L

・
リ
チ
ャ
ー
ド
教
授
、
広
島
大
学
大
学
院

(当
時
)
の
大
山
範
子
氏
、

大
手
前
大
学
大
学
院

(当
時
)
の
小
川
佳
世
子
氏
。
幹
事
は
比
較
文
学

・
比
較
文
化

・
美
術
史

・
仏
語
仏
文
学
を
専

門
と
す
る
、
日
文
研
研
究
部

の
稲
賀
繁
美
助
教
授

(現
教
授
)。

能
楽
界
か
ら
は
、
京
都
河
村
能
舞
台

の
河
村
晴
久
氏
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学

の
梅
若
猶
彦
助
教
授

の
両
観
世
流
シ

テ
方
。
笛
方
藤
田
流
宗
家
藤
田
六
郎
兵
衛
氏
。
小
鼓
方
大
倉
流
宗
家

の
大
倉
源
次
郎
氏
。

以
上

の
方

々
の
う
ち
、
河
村
氏
は
能
楽
界

へ
の
紹
介
と
研
究
会
全
体

の
計
画
の
面
で
大
い
に
活
躍
し
て
く
だ
さ

つ

た
。
小
川
氏
に
は
テ
ー
プ
起
こ
し
を
お
手
伝

い
い
た
だ
き
、
大
山
氏
に
は
テ
ー
プ
起
こ
し
の
整
理

・
編
集
・注
釈

の

面
で
ご
助
力
を

い
た
だ

い
た
。
更
に
田
代
教
授
と
西
野
教
授
は
テ
ー
プ
に
起
こ
し
た
原
稿

の
編
集
作
業
に
ご
尽
力
く

だ
さ

っ
た
。
代
表
者
と
し
て
こ
の
方

々
に
対
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

…皿


